Digital Humanities の実践例――国文学研究の裾野を広げるために―― by 福田 智子 & 今西 祐一郎





































































































































のを変えることができます。たとえば、ここ加減を 5 にいたしますと、5 文字以上の文字
列で……。これ全部、仮名なのですけれども、5 文字以上の文字列で『古今集』の中で何
回出てくる文字列が何種類あるのか、ということを統計処理でまとめて提示します。たと
































































































































































































































































































いることをお話しして結びに代えたいと思います。1 年生と 3 年生の学生が 4 年生の卒業
研究の発表を聞くという授業があります。ある程度専門的な内容を聞くことになるわけで
すが、下級生はまだ自分のゼミを決めるには至っておらず、まさに何でもありの発表を聞
くことになります。聞く側の学生にとっては発表の中に興味のある内容もそうでないもの
もあるでしょう。それはよく分かります。しかし、発表に対する質問の前置きに、「僕は
○○には詳しくないので」とか、「私は△△をよく知らないので」とかいう傾向があるの
です。たとえば、私のゼミの学生の発表に対する質問であれば、「僕は古典に詳しくない
ので」とか、「私は和歌をよく知らないので」とかいった具合です。この「詳しくない」
とか「知らない」とかいう言葉は恐らく、これからも学ぶ気はないというニュアンスを多
分に含んでいる発言ではないかと思います。「どんな学問分野でも学ぶ意思があるからこ
そこの学部に来たのでしょう」というふうに思わず質問したくもなりますが、通常あり得
ないこんな言い訳から質問に入ってしまうのは学ぶ対象が明確ではない文化情報学部の学
生ならではの逃げ道であり、それは教える側からの悩みの種とも言えます。こういうとき
国文学に限らず、学ぶとはどういうことか、学問研究に対する姿勢を身に付けさせるには
どうしたらいいのかと、そうしたことも考えながら教壇に立たなければならないと切に思
います。
以上でご報告を終わらせていただきます。今回は、文学部国文学科以外の学生に向けて
国文学研究の裾野を広げるための実験的な授業実践例をご説明いたしましたが、分析ツー
ルに関しましては作成者とご相談の上、ご興味のある方にお使いいただけるように、今後
手配していきたいと思いますので、ぜひおっしゃっていただきたいと思います。以上でご
報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。
